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過去四半世紀における眼科学の変貌
Development of Ophthalmology in the last quarter of the 20th Century
玉 井 信
東北大学医学系研究科 神経・感覚器病態学講座 眼科視覚科学分野
医学のどの分野でも同じであったろうが，眼科学は
私が医師としてはじめて患者に接した30年前と比較
が難しいほどの変革を遂げた．如何にその変化が大き
かったか，それが眼科医の専門領域だけでなく，手術
を受ける患者，病院のシステムにも，ひいては眼科関
連医療産業，医療経済にも大きな影響を与えた．それ
を白内障の治療法を例に説明しよう．
?白内障」は高齢になれば避けて通れない加齢変化
で，現在でも発展途上国を中心に1,500万人が失明状
態にあると言われている．行われている治療法はい
たって簡単で，外科的に濁った水晶体を取ればよいの
だが，当時は顕微鏡がまだまだ普及しておらず，また
縫合糸も絹糸を撚ったものしかなく，したがってそれ
で縫う針も今考えると大きかった．結果的に術後の傷
の治りに時間はかかるし，さらに重大なことは術後の
乱視の原因となり，十分な視力を得ることが難しかっ
た．それは我々の眼は角膜の屈折力が水晶体の4倍以
上あり，わずかな歪みも乱視を発生させるからである．
また摘出した水晶体に代わる度の強い凸レンズの眼鏡
をかけなければならず，当時はこの手術を受けた「老
人」は一目で分かった．それは術後の視力がどの程度
得られるかの予測も難しく，眼科医も0,1以下になら
なければ手術を勧めなかったから，必然的に老人がほ
とんどであった．また社会的には眼科医の少ない発展
途上国の失明対策として盛んに行われている「アイ
キャンプ」では，折角白内障の手術をしても，その後
のフォローが大変で，眼鏡の寄贈も大きな事業であっ
た．
今日までの30年間でおきた変化は，手術方法が混濁
水晶体全体の摘出術から超音波乳化吸引術という新た
な方法が開発され，取り出すための角膜切開がわずか
ですむようになったこと，矯正方法も眼鏡からコンタ
クトレンズに，それも連続装用できるやわらかいもの
に替わり，さらにプラスチックの一種PMMAを素材
にした「眼内レンズ」を同じ切開創から混濁水晶体の
位置に挿入するという現在行われている手技へと急激
に変わった．この手術法と治療法のおかげで眼鏡をか
けるとか，コンタクトレンズの出し入れの練習をする
必要もなく，患者は手術をした其の日から何の不自由
も無く，網膜の黄斑部さえ機能していれば正常の視力
を得ることが出来る．しかも考えられないほど細い
(0.02～0.029 mm）ナイロン糸をつけた糸付針（長さ5
 
mm，太さ0.15 mm）の改良と，手術用顕微鏡による組
織侵襲が小さいことから，この手術が外来で行われる
ことも可能になり，それに伴う入院も必要もなくなっ
た．現在はこれ以上細く，且つ小さくできるが我々の
指の感覚ではその操作が不可能なレベルまで達してい
る．また計測機器の進歩で，希望によって運動や車の
運転，旅行が好きな方には，遠方に，読書や室内で一
日の大半を過ごす方には手元に焦点が合うような屈折
力の眼内レンズを挿入できる．これは微細なパワーの
違いを持つPMMA加工技術，眼軸長や角膜内皮細胞
数を正確に測定する超音波測定機器を開発した工学技
術と，水晶体嚢や角膜内皮細胞機能に関する科学的知
識の裏づけのおかげである．現在日本だけでも75万眼
が毎年手術され，老人が不自由なく車を運転するとか，
白内障を患う以前と同じように水泳やジョギングを楽
しんでいる．この一連の医療技術が，我々にとってもっ
とも大切な外界からの視覚情報の受容の再生をほぼ完
全な形で可能にしたことで，いかに高齢者の生活の質
が向上されたか，その果たした役割には計り知れない
ほど大きなものがある．高齢者ばかりでなく，ご存知
のように眼鏡をかけると不自由な職業の青壮年層，視
力が運転免許更新に必要な0.7ぎりぎりの老人とはい
えない多くの方々もその恩恵を蒙っている．
白内障に限らず眼科学分野の診断法，治療法の進歩
は20世紀最後の四半世紀で目覚しいものがあった．超
音波，レーザー光線を用いた正確な測定技術，眼内の
画像化，その強度を利用した光凝固や蛋白の乳化技術
など手術治療への応用，蛍光色素を用いた循環系の正
確な診断など眼球が本来光を透過し，それを受容する
器官であったがために，数々の工学技術が直接診断と
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治療に役立てることが出来た．その結果現在は，生活
習慣病と呼ばれるほど我々にとって避けて通れない高
血圧，動脈硬化に伴う網膜出血や血管の梗塞，糖尿病
にともなう網膜症による眼底変化などにも，積極的に
眼内にアプローチし，視機能の回復，維持に役立って
いる．特に視力は個々人の日常生活，経済的また知的
活動に直接関係するだけに，その恩恵は計り知れない
だろう．そのほか長く原因不明といわれていた色素変
性症をはじめ，各種のいわゆる難病も遺伝子検索の結
果関連するたんぱく質をコードする遺伝子変異による
ことが明らかになった．（文献1)
20世紀最後の四半世紀に始まった科学技術の進歩
の特徴は，あらゆる知識や技術の変革が激しいだけで
なく，ITの普及に伴う情報化社会のなかで医療の提供
側にもうける国民にも急速に広がりを見せたことであ
ろう．TIME誌（文献2）が特集した21世紀中に実現
する可能性を予測する様々な分野の100問を見ると，
21世紀になってまだ4年しか経過していないのに，そ
のいくつかがすでに現実のものになろうとし，または
実現しているほどである．特にテクノロジーや医療に
関する予測がすでに夢でなくなっているものが多い．
わが東北大学は世界に誇る工学と医学関係者が手を結
び，数々の医療機器を開発して来た．これらの歴史を
もとに工学と医学の連携による先進医工学研究機構
は，従来独立して発展してきた医学・生物学などの生
命科学とすばらしい速さで進歩を続ける工学を融合さ
せ，学問の新たな境界領域を，システムとして構築す
ることを目標に平成15年 7月に設置された．現在，20
のタスクチームが，それぞれのリーダーとそれを支え
る総勢80名超える研究員，職員で構成され，目的
（Discoveryと Innovation）に向かって日夜努力をつ
づけている（http://www.tubero.tohoku.ac.jp/j/top/
top.html）．
21世紀が始まったばかりであるが，科学と技術の変
化・進展は早い．最初に述べた白内障の治療法にして
も，次に考えられることは混濁した水晶体蛋白をもう
一度透明に戻すことが出来るか，または混濁させずに
透明のままで維持できる点眼薬の開発などがこの新世
紀に考えられるかもしれない．これは多くの眼科医の
夢であるが（文献3)，もし実現すれば生命体が若返る
ことが出来ることになり，人類始まって以来の夢の実
現である．今世紀に入って加齢研究やプロテオミクス
と呼ばれる蛋白科学などが盛んになりつつあることを
考えると，あながち夢ではないかもしれない．この30
年間の進歩を見ると，まさにホモサピエンスに「不可
能」はないようだ．
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